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最近は外科手術の手技も段々と徹密に，しかも細になってきて，拡大鏡を用い
て手術をすることが，大変 popularになってきた。一時は十分な光源を求め，
手術野を拡大視して手術するのは，耳鼻咽喉科医に限られていたが，移植外科に
興味を持ちはじめた一派の血管再建術の工夫が細小血管の吻合の工夫へと発展す
るにしたがって，拡大率は増大し，吻合する血管の直径は 3mmから 2mniへ，
さらに近年では lmmの太さまで吻合するようになった。今日の Microsurgery
の貢献者は，なんといっても Vermont大学の ]acobsonであって，彼は自分
で独自に開発した拡大手術用のピンセット，鋲，把針器を用いて動物実験を積み
重ね，耳鼻科で主として用いられていた拡大鏡を用いて1.5mm内径の小動脈を
吻合することに成功した。この ]acobson の下でスイスで脳神経外科を勉強し
ていた Yasargilが，細小血管の吻合を顕微鏡に似た拡大鏡を用いて，追究し，
中大脳動脈の閉塞のあった患者に浅在側頭動脈と閉塞より末柏、の中大脳脈と吻合
することに成功した。当初の聞は片身マヒなどの臨床症状を改善するまでにいた
らなかったが， 4・5年前より，続々と臨床症状の改善があった症例の報告が見ら
れるようになった。
それのみならずこのような拡大鏡を用いて脳底部の血管の手術が施行されるよ
うになり，動脈癌 Circleof W i1lis の手術には欠くべからざるものとなり，そ
の手術成績の向上に一役買うようになった。
このような拡大視野下における手術は， さらに聴神経腫虜の全摘出に用いられ
るようになり，今までは顔面神経を切らずに，手術ができないものが多かったの
に，その必要は段々と無くなり，正常裸眼ではとても不可能と思われるような，
血管と血管の聞の結合織をスイスイと切れるようになった。また最近ではわれわ
れはこの方法を神経の吻合に用いるようになり， より正確な吻合ができるように
なった。
この拡大鏡を用いる時の最大の利点は，老眼になってくる年令層の人に徹密な
手術をすることを憶却がらせなくなったことであると思われる。その短所は，拡
大率が大きくなるほど焦点距離の深み(幅)がなくなり特定の視野以外は見にく
いことと，どうしても一人相撲になるため，助手をする人がおもしろくなく，何
も見えないこと。従って，教育には大変よくないことなど以外には無い。
手術している視野の拡大されたものが投影されれば，教育はできるし，最近
は，映画をとったり，二人以上が同時にのぞけるような拡大鏡(手術用顕微鏡と
称している)も工夫され発売されている。
その応用範囲は，脳神経外科のみならず，形成外科，血管外科，整形外科，眼
科，などにも拡大され，これからの外科を背負って立つ一つの武器となると考え
られるのでここで紹介させていただいた。
種々の動物実験にも非常に有用であることは疑う余地もない。
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